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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する複数の映像表示部が平面上に一定の順序で繰り返し配置された映像表示
素子の前面又は背面に配置され、
　平面上に、上記各映像表示部からの画像の光の透過のオンオフを制御する遮光部と、該
光を常に透過させる透過部とを交互に繰り返し備え、
　上記各映像表示部からの特定方向に進む光のみ透過させ、それ以外の方向に進む光を透
過させないことで、映像表示部ごとに、その画像が見える観察可能位置を変えさせるバリ
ア素子において、
　前記遮光部には、液晶層が形成され、前記透過部には、屈折率が略等方性で、かつ透光
性の樹脂材料からなる透過層が形成されていることを特徴とするバリア素子。
【請求項２】
　前記液晶層及び前記透過層は、一対の透明電極基板の間隙に形成され、
　前記一対の透明電極基板にそれぞれ形成される透明電極は、面一状の共通電極であるこ
とを特徴とする請求項１に記載のバリア素子。
【請求項３】
　前記透過層が、上記液晶層の厚みと同じ厚みの最大厚み領域と、それより厚みが小さい
薄厚領域とを含む、少なくとも２種類以上の膜厚の領域により形成されていることを特徴
とする請求項１または２に記載のバリア素子。
【請求項４】
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　上記映像表示部が２種類であり、各映像表示部が表示する画像が、同一画像の３次元表
示における右目用画像と左目用画像であることを特徴とする請求項１または２に記載のバ
リア素子。
【請求項５】
　上記各映像表示部が表示する画像が、それぞれ独立した一つの画像であることを特徴と
する請求項１または２に記載のバリア素子。
【請求項６】
　上記最大厚み領域の厚みをｄｍａｘとし、上記薄厚領域の厚みをｄｍｉｎとし、上記液
晶層の複屈折率をΔｎとすると、
　上記液晶層のレタデーションが
　１０ｎｍ≦（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎ≦６０ｎｍ
であることを特徴とする請求項３に記載のバリア素子。
【請求項７】
　それぞれ左目用画素部および右目用画素部である２種類の上記映像表示部とバリア素子
とを備え、バリア素子にて遮光／透過を切り換えることにより３次元画像と２次元画像と
を切り換えて表示する立体映像表示装置において、
　請求項１または２に記載のバリア素子を備え、
　与えられる電気信号に従って前記バリア素子の液晶層での遮光／透過を切り換えること
により３次元画像と２次元画像とを切り換えて表示することを特徴とする立体映像表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特殊な眼鏡を必要とせずに、３次元映像を鑑賞でき、２次元映像も表示可能
とするバリア素子およびそれを備えた立体映像表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、眼鏡を利用せずに３次元画像を表示する方式として種々の方式が提案されている
。このような方式の一つとして、レンチキュラーレンズ方式が知られている。レンチキュ
ラーは、多数の小さなレンズが組み込まれたものであり、レンチキュラーを用いて右目用
画像を右目に、左目用画像を左目に到達するように、光の進行方向を制御している。しか
しながら、レンチキュラーレンズ方式では、一般的には、３次元画像と２次元画像を切り
換えて表示することができないという問題点があった。
【０００３】
　３次元画像の他の表示方式としては、パララックス（視差）バリア方式が提案されてい
る。この方式では、バリアストライプと呼ばれる細かいストライプ状の遮光スリットが用
いられる。例えば、遮光スリットの後方の一定間隔離れた位置に、ストライプ状の右目用
画像および左目用画像を交互に表示し、遮光スリットを介して見ることにより、観察者の
右目には右目用画像のみを届け、左目には左目用画像のみを届けるように設定する。これ
により、眼鏡無しで立体画像を見ることができる。このような方式では、バリアとしての
遮光部と透過部とが固定されている。したがって、２次元画像を見ようとした場合、遮光
部が障害となるので、明るい２次元画像が得られないという問題点があった。
【０００４】
　特許文献１には、一方の液晶表示パネルには３次元画像を表示し、他方の液晶表示パネ
ルを用いて電子的にバリアストライプ像を発生させて、３次元画像を立体視する方法が開
示されている。この方法によれば、２次元画像を表示させる場合には、目障りとならない
ようにバリアストライプ像を消去させて表示することができる。このため、明るく且つ見
やすい２次元画像を表示することができ、３次元画像と２次元画像の切り換えが可能とな
る。このような技術の場合、バリアストライプ像を表示するための液晶表示パネルの透明
電極形状を、バリアストライプの形状に応じてパターニングする必要がある。特に、透明
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電極のパターニングには、エッチングなどにより行う必要があるので、微細な電極パター
ンを形成しようとすると、しばしば断線が発生して、歩留まりが低下するという問題点が
あった。さらに、ノート型パーソナルコンピュータやモニターやテレビ等の用途にこの方
法を適用すると、ＩＴＯ（インジウム錫酸化物）等からなる透明電極をストライプ状にパ
ターニングする必要があるので、大型になればなるほど、透明電極の配線抵抗による電圧
降下が問題になり、グラデーションによる表示品位の劣化が問題となる。
【０００５】
　特許文献２には、透明電極のパターニングの必要が無く、共通電極を用いた液晶パネル
とパターニングされた偏光素子とを組み合わせて、バリアストライプを発生させ、画像を
立体視する方法が開示されている。図９および図１０は、特許文献２に記載された３次元
画像表示装置の概略を示す断面図である。同図を参照しながら特許文献２に開示された３
次元画像表示装置を説明する。
【０００６】
　バリアストライプを発生させるための液晶パネル１００は、右目用画像の画素部１０１
および左目用画像の画素部１０２を備えた画像表示手段２００の前面に設けられている。
液晶層３３は、例えばガラスなどからなる基板３１，３２に挟持されている。下基板３２
と画像表示手段２００との間には、偏光板３４が設けられている。
【０００７】
　上基板３１の上面には、パターニングされた偏光板３００が配置されている。偏光板３
００は、偏光機能を有する偏光領域５１と偏光機能を持たない無偏光領域５２とに分割さ
れた、ポリビニルアルコールからなる偏光フィルム（以下、「ＰＶＡフィルム」と記述す
る）５０を有している。ＰＶＡフィルム５０は、例えばトリアセチルアセテート（以下「
ＴＡＣ」と記述する）やガラスなどからなる透明支持板６０で挟持されている。これによ
り、パターニングされた偏光板３００が形成される。なお、図中、Ａは上側の偏光板３０
０の透過軸であり、Ｂは、下側の偏光板３４の透過軸である。
【０００８】
　図９は、特許文献２に記載された３次元画像表示装置による３次元画像表示の表示原理
を示す断面図である。同図を参照しながら、３次元画像の表示原理を説明する。偏光板３
４の偏光方向と偏光板３００の偏光領域５１における偏光方向とが直交するように設定す
る。液晶パネル１００に電圧を印加して、液晶層３３中の液晶分子を立ち上がらせること
により、偏光領域５１がバリアとなる。また、無偏光領域５２は、偏光方向に関わらず、
光を透過させる。したがって、偏光領域５１を画素部１０１，１０２に対するパララック
スバリアとなるように形成することにより、バララックスバリア方式による３次元画像を
表示することができる。
【０００９】
　図１０は、特許文献２に記載された３次元画像表示装置による２次元画像表示の表示原
理を示す断面図である。同図を参照しながら２次元画像の表示原理について説明する。液
晶パネル１００の電圧無印加状態では、偏光領域５２が光透過可能な状態となる。したが
って、偏光領域５２はバリアとならずに、液晶パネル１００の全面から光が透過する。こ
のような状態によって、画素部１０１，１０２の表示画像を２次元画像とすることにより
、２次元画像を得ることができる。
【００１０】
　特許文献２の技術により、微細なバリアストライプパターンであっても、偏光板３００
をパターニングすることにより、電極パターンのエッチングが不要となる。したがって、
断線不良が発生せずに、複雑な形状のバリアストライプパターンを形成することができ、
２次元画像と３次元画像とを電気的に切り換え可能な立体映像表示装置を提供することが
できる。
【特許文献１】特開平５－１２２７３３号公報（公開日平成５年５月１８日）
【特許文献２】特開平８－７６１１０号公報（公開日平成８年３月２２日）
【発明の開示】



(4) JP 4094513 B2 2008.6.4

10

20

30

40

50

【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかし、特許文献２に開示された偏光板３００は、以下の製造上の欠点がある。偏光板
３００の製造工程を説明する。延伸させたＰＶＡフィルム５０をガラスやＴＡＣなどの透
明支持体６０に貼り付け、ＰＶＡフィルム５０上にレジスト膜を形成する。偏光機能を付
与させたくない部分５２をマスキングした後、偏光機能を付与するヨウ素あるいは二色性
染料でＰＶＡフィルム５０の露出部分５１を染色する。
【００１２】
　有機高分子（樹脂）フィルム、特に偏光フィルムとして用いられるＰＶＡフィルム５０
は、ガラスなどの無機材料に比べ、熱や水分などに対して膨張・収縮し易く、寸法変動が
大きい。したがって、粘着材を介してＰＶＡをＴＡＣ等の有機高分子系の基板に貼り付け
る場合はいうまでもなく、寸法変動の小さいガラス基板に貼り付ける場合にさえ、粘着材
層の横ズリにより寸法変動するおそれがある。
【００１３】
　ＰＶＡフィルム上にレジストパターンをフォトリソ法により形成する場合には、苛性ソ
ーダ水溶液などの溶剤によるレジスト剥離工程やレジスト仮焼きなどの加熱工程が存在す
る。そのため、レジスト（バリア）パターニングの設計寸法に対して、実際のレジストパ
ターンの仕上がり寸法が変動し易く、バリアパターン設計寸法に対してズレが生じてしま
う。また、バリアストライプパターンを形成した偏光板３００、液晶パネル１００および
左右目用の画像を表示する映像表示手段２００は、所定の位置に精度良く配置することが
必要であり、バリアストライプのパターンが微細化すればするほど位置精度は厳しくなる
。
【００１４】
　上記のように寸法変動が大きいＰＶＡフィルム５０をパターニングすると、寸法変動が
大きいので、設計寸法に対して仕上がり寸法にズレが生じる。したがって、バリアストラ
イプパターンの寸法精度が悪くなり、さらにバリアストライプパターンと映像表示画素パ
ターンとの勘合精度が悪くなるので、３Ｄ画像表示に悪影響を及ぼしてしまうという問題
点がある。更に、ノート型パーソナルコンピュータやモニター用途のような大画面サイズ
になると著しく寸法精度の影響を受けやすく、良好な３次元画像を得ることが難しい。
【００１５】
　また、レジストにてパターニングされたＰＶＡフィルム５０上にヨウ素や二色性染料で
染色するには、従来の液晶表示装置の製造プロセスにはない新たなプロセスを導入する必
要があり、製造が煩雑となるという別の問題点もある。
【００１６】
　本発明は、上記問題点に鑑みなされたものであり、その目的は、従来の液晶表示装置の
製造プロセスを用いて、微細なバリアパターンを寸法精度良く形成することができ、且つ
バリアパターンを電気的に表示・非表示することのでき、また、特に中型から大型用途の
立体映像表示装置において、グラデーションによる画像劣化が無く信頼性を格段に向上し
た、３次元画像と２次元画像を切り換えて表示するバリア素子およびそれを備えた立体映
像表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記の課題を解決するため、本発明に係るバリア素子は、画像を表示する複数の映像表
示部が平面上に一定の順序で繰り返し配置された映像表示素子の前面又は背面に配置され
、平面上に、上記各映像表示部からの画像の光の透過のオンオフを制御する遮光部と、該
光を常に透過させる透過部とを交互に繰り返し備え、上記各映像表示部からの特定方向に
進む光のみ透過させ、それ以外の方向に進む光を透過させないことで、映像表示部ごとに
、その画像が見える観察可能位置を変えさせるバリア素子において、前記遮光部には、液
晶層が形成され、前記透過部には、屈折率が略等方性で、かつ透光性の透過層が形成され
ていることを特徴としている。
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【００１８】
　また、本発明に係るバリア素子は、上記の構成に加えて、前記透過層が、液晶層の厚み
と同じ厚みの最大厚み領域と、それより厚みが小さい薄厚領域とを含む、少なくとも２種
類以上の膜厚の領域により形成されていることを特徴としている。
【００１９】
　また、本発明に係るバリア素子は、上記の構成に加えて、上記映像表示部が２種類であ
り、各映像表示部が表示する画像が、同一画像の３次元表示における右目用画像と左目用
画像であることを特徴としている。
【００２０】
　また、本発明に係るバリア素子は、上記の構成に加えて、上記各映像表示部が表示する
画像が、それぞれ独立した一つの画像であることを特徴としている。
【００２１】
　また、本発明に係るバリア素子は、上記の構成に加えて、上記最大厚み領域の厚みをｄ
ｍａｘとし、上記薄厚領域の厚みをｄｍｉｎとし、上記液晶層の複屈折率をΔｎとすると
、上記液晶層のレタデーションが
　１０ｎｍ≦（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎ≦６０ｎｍ
であることを特徴としている。
【００２２】
　また、本発明に係る立体映像表示装置は、それぞれ左目用画素部および右目用画素部で
ある２種類の上記映像表示部とバリア素子とを備え、バリア素子にて遮光／透過を切り換
えることにより３次元画像と２次元画像とを切り換えて表示する立体映像表示装置におい
て、請求項１に記載のバリア素子を備え、与えられる電気信号に従って前記バリア素子の
液晶層での遮光／透過を切り換えることにより３次元画像と２次元画像とを切り換えて表
示することを特徴としている。
【発明の効果】
【００２３】
　以上のように、本発明に係るバリア素子は、前記遮光部には、液晶層が形成され、前記
透過部には、屈折率が略等方性で、かつ透光性の透過層が形成されているので、３次元画
像表示のときは、液晶層がある配向状態をとることで光が透過せず、遮光部として機能す
る一方、透過層は光を透過し、透過部として機能する。そのため３次元画像表示が行える
。また、２次元画像表示のときは、液晶層が別のある配向状態をとることで光が透過し、
透過層も光を透過し、透過部として機能する。そのため２次元画像表示が行える。すなわ
ち、一つの装置で、印加する信号を変えるだけで、３次元画像と２次元画像を切り換えて
表示することができる。
【００２４】
　すなわち、特許文献１や２のように遮光部と透過部との両方を液晶表示素子にて構成す
るのとは異なり、透過部は、屈折率が略等方性で、かつ透光性の透過層で構成している。
【００２５】
　これは、新たな製造プロセスを導入することなく、従来の液晶表示装置の製造プロセス
を用いて高精度に製造することが可能である。
【００２６】
　それゆえ、従来の液晶表示装置の製造プロセスを用いて、微細なバリアパターンを寸法
精度良く形成することができ、また、グラデーションによる画像劣化が無い、３次元画像
と２次元画像を切り換えて表示するバリア素子を得ることができるという効果を奏する。
【００２７】
　なお、上記バリア素子は、透明電極がそれぞれ形成された一対の透明電極基板と、前記
一対の透明電極基板を挟む一対の偏光板とを有し、前記一対の透明電極基板の間隙には、
一方方向への光および他方方向への光をそれぞれ分離する遮光部と、前記一方方向への光
および前記他方方向への光をそれぞれ透過させる透過部とが形成されているバリア素子で
あってもよい。



(6) JP 4094513 B2 2008.6.4

10

20

30

40

50

【００２８】
　また、本発明に係るバリア素子は、上記の構成に加えて、前記透過層が、液晶層の厚み
と同じ厚みの最大厚み領域と、それより厚みが小さい薄厚領域とを含む、少なくとも２種
類以上の膜厚の領域により形成されているので、最大厚み領域により、液晶層の底板と天
板との間隙を一定に保つスペーサーとして、バリア素子の液晶層のギャップを均一に保持
することができる。一方、薄厚領域により、スペーサーの配置比率を抑えることができる
ので、外部衝撃や低温環境下での気泡発生を抑えることができる。それゆえ、上記の構成
による効果に加えて、液晶層のギャップと気泡発生との両方を抑えることができるという
効果を奏する。
【００２９】
　また、本発明に係るバリア素子は、上記の構成に加えて、上記映像表示部が２種類であ
り、各映像表示部が表示する画像が、同一画像の３次元表示における右目用画像と左目用
画像であるので、上記の構成による効果に加えて、良好な３次元画像表示を行うことがで
きるという効果を奏する。
【００３０】
　また、本発明に係るバリア素子は、上記の構成に加えて、上記各映像表示部が表示する
画像が、それぞれ独立した一つの画像であるので、例えば、上記画像が、左側観察者用画
像と右側観察者用画像である。また例えば、上側観察者用画像と下側観察者用画像である
。また、３人以上でもよい。したがって、上記の構成による効果に加えて、１つの表示装
置で異なる位置にいる観察者にそれぞれ異なる画像を良好に見せることができるという効
果を奏する。
【００３１】
　また、本発明に係るバリア素子は、上記の構成に加えて、上記最大厚み領域の厚みをｄ
ｍａｘとし、上記薄厚領域の厚みをｄｍｉｎとし、上記液晶層の複屈折率をΔｎとすると
、上記液晶層のレタデーションが
　１０ｎｍ≦（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎ≦６０ｎｍ
であるので、液晶層のレタデーションによる複屈折性が大きくなって透過率が低下するの
を抑えることができる。それゆえ、上記の構成による効果に加えて、表示品位の低下を抑
えることができるという効果を奏する。
【００３２】
　また、本発明に係る立体映像表示装置は、上記のバリア素子を備え、与えられる電気信
号に従って前記バリア素子の液晶層での遮光／透過を切り換えることにより３次元画像と
２次元画像とを切り換えて表示するので、３次元画像表示のときは、液晶層がある配向状
態をとることで光が透過せず、遮光部として機能する一方、透過層は光を透過し、透過部
として機能する。そのため３次元画像表示が行える。また、２次元画像表示のときは、液
晶層が別のある配向状態をとることで光が透過し、透過層も光を透過し、透過部として機
能する。そのため２次元画像表示が行える。すなわち、一つの装置で、印加する信号を変
えるだけで、３次元画像と２次元画像を切り換えて表示することができる。
【００３３】
　それゆえ、従来の液晶表示装置の製造プロセスを用いて、微細なバリアパターンを寸法
精度良く形成することができ、また、グラデーションによる画像劣化が無い、３次元画像
と２次元画像を切り換えて表示するバリア素子を備えた立体映像表示装置を得ることがで
きるという効果を奏する。
【００３４】
　本発明のパララックスバリア素子は、透明電極がそれぞれ形成された一対の透明電極基
板と、前記一対の透明電極基板を挟む一対の偏光板とを有し、前記一対の透明電極基板の
間隙には、一方方向への光および他方方向への光をそれぞれ分離するバリア遮光部と、前
記一方方向への光および前記他方方向への光をそれぞれ透過させる透過部とが形成されて
いるパララックスバリア素子であって、前記バリア遮光部には、液晶層が形成され、前記
透過部には、屈折率が略等方性で、かつ透光性の樹脂層が、少なくとも２種類以上の膜厚
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の領域により形成されているように構成することもできる。
【００３５】
　本発明のパララックスバリア素子は、屈折率が略等方性で、かつ透光性の樹脂で充填さ
れた領域と屈折率異方性をもつ液晶材料が充填された領域に分割されているので、パララ
ックスバリア素子に入射する光線は、偏光板にて直線偏光化されたのち、屈折率が略等方
的な透光性樹脂で充填された領域に入射する。この偏光は、透光性樹脂層を透過してもそ
のままの偏光状態を保持する。
【００３６】
　一方、屈折率異方性をもつ液晶材料が充填された領域では、液晶層に入射した偏光は、
液晶層の配向状態に従って偏光状態が変化する。したがって、上記の構成により分割され
た領域に従って偏光状態を分離することができ、一対の偏光板を適当な軸配置となるよう
に設定することにより、透過部とバリア遮光部とを形成することができる。
【００３７】
　本明細書において「画像の光」とは、表示素子の画素部から出射された光のみならず、
表示素子の画素部に入射して、画像を形成するための光をも包含する。
【００３８】
　パララックスバリア素子は、３次元画像表示装置への使用に限定されることなく、例え
ば、右目用・左目用画像の出射光角度をより広げることで、デュアルビューディスプレイ
（右方向観察者と左方向観察者それぞれに異なる映像を表示）が可能となる。もちろん、
左右方向に光を分離透過させるのみならず、上下方向に分離させることも考えられる。
【００３９】
　前記一方方向への光が、左目用画像の光であり、前記他方方向への光が、右目用画像の
光であるように構成することもできる。
【００４０】
　前記一方方向への光が、左側観察者用画像の光であり、前記他方方向への光が、右側観
察者用画像の光であるように構成することもできる。
【００４１】
　前記一方方向への光が、上側観察者用画像の光であり、前記他方方向への光が、下側観
察者用画像の光であるように構成することもできる。
【００４２】
　本発明のパララックスバリア素子によれば、従来の液晶表示装置の製造プロセスを用い
て、微細なバリアパターンを寸法精度良く形成することができる。また、本発明のパララ
ックスバリア素子によれば、バリアパターンを電気的に表示・非表示にすることができる
ので、左目用画素部および右目用画素部をそれぞれ有する映像表示部と組み合わせること
により、３次元画像と２次元画像とが切り換えて表示される立体映像表示装置が得られる
。
【００４３】
　ここで、前記透過部に用いる透光性樹脂層は、上記機能の他にパララックスバリア素子
の液晶層のギャップを均一に保持する機能を併せ持っているように構成することもできる
。
【００４４】
　一般的に、液晶表示装置のギャップを保持する手段として、球状のスペーサービーズを
一方の基板状に散布する方法と、感光性樹脂を用いて、フォトリソ法により所定の位置に
柱上のスペーサーを形成する方法とが知られている。
【００４５】
　特に中型から大型用途になると、球状のスペーサービーズを面内に均一に散布すること
が難しく、面内のギャップを均一に保持することが困難であり、現在では、特に大型用途
になればなるほど、感光性樹脂からなる上記柱状スペーサーが多く用いられている。
【００４６】
　感光性樹脂からなる上記柱状スペーサーの場合、球状のスペーサービーズに比べ硬度が
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高く、外部応力に対して弾性変形し難く、さらに、液晶材料の熱膨張係数（１０-4オーダ
ー）に比べ約１／１０の熱膨張係数（１０-5オーダー）である特徴を持っている。
【００４７】
　したがって、面内に配置する柱状スペーサーの配置比率が高くなればなるほどセル厚均
一性は向上する。
【００４８】
　しかし、上記のような柱状スペーサーの材料的な特徴によって、外部衝撃によって気泡
が発生しやすく且つ低温環境下では、低温気泡が発生するなどの問題点がある。そのため
、一般的には液晶表示装置のＲＧＢ画素に対して、１０μｍ程度の柱状スペーサーが１～
３個程度配置されている程度であり、表示面積に比べて柱状スペーサーの配置比率は極端
に低く設計されている。
【００４９】
　本発明のパララックスバリア素子の場合、透過領域の全てに感光性樹脂を配置するため
に、表示面内に占める感光性の透光性樹脂層の配置比率が極端に高くなる。そのため、感
光性樹脂層が単一の膜厚で形成されている場合には、透過領域全てが柱状スペーサーとし
て機能してしまうので、上記に示したように、外部衝撃や低温環境下での気泡発生に対し
て、別途策を講じることが好ましい。
【００５０】
　一方、本発明のパララックスバリア素子において、透過領域に形成する感光性の透光性
樹脂層を少なくとも２種類の膜厚の領域により形成することにより、最大膜厚の領域での
みパララックスバリア素子の液晶層のギャップを保持することが出来るので、最大膜厚の
領域とそれ以外の膜厚の低い領域の比率を任意に変化させることで、別途策を講じること
なく上記信頼性面での問題点を解消することが出来る。
【００５１】
　すなわち、透過領域に形成する感光性の透光性樹脂層に形成する膜厚の異なる領域にお
いて、最大膜厚の領域は、透過窓の機能と液晶層のギャップ保持の機能の双方を併せ持ち
、その他の膜厚の低い領域は、透過窓の機能のみをもっているので、信頼性面での問題点
を解消することが出来る。
【００５２】
　また、一方の基板に形成した透過部に形成する少なくとも２種類の膜厚の領域を持つ感
光性の透光性樹脂層の膜厚の低い領域（膜厚＝ｄｍｉｎ）と対向基板の間隙には、最大膜
厚の領域（膜厚＝ｄｍａｘ）との膜厚差（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）だけ、液晶層が充填され
ることになるように構成することもできる。この場合、上記間隙に充填される液晶層のギ
ャップが大きくなるにつれ、液晶層のレタデーション（（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎ）に
よる複屈折性が大きくなる（Δｎは液晶層の複屈折率）ので、透過率の低下が大きくなる
。したがって、最大膜厚(ｄｍａｘ)と最小膜厚（ｄｍｉｎ）の関係を、
　１０ｎｍ≦（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎ≦６０ｎｍ
に最適化することにより、透過率低下を最小限に抑えることが出来る。
【００５３】
　前記一対の透明電極基板それぞれに形成された前記透明電極は、パターニングされてい
ない共通電極であることが好ましい。透過領域およびバリア遮光領域は、それぞれ透光性
樹脂層と液晶層により形成されているので、透明電極の微細なパターニングを必要としな
い。したがって、透明電極パターンを例えは線状とすることによる断線不良が発生しない
ので、製造歩留りを向上させることができる。
【００５４】
　更に、透明電極パターンを例えば線状とする場合には、大型のパララックスバリア素子
に適用する際には、配線抵抗による電圧降下が起こり、グラデーションによる表示不具合
が発生するが、本発明のパララックスバリア素子の場合には、パターニングされていない
共通電極を用いるので、上記のような電圧降下は起こらないので、グラデーションの無い
バリア表示をおこなうことが出来、良好な３次元画像を表示することが出来る。
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【００５５】
　本発明の立体映像表示装置は、本発明のパララックスバリア素子と、左目用画素部およ
び右目用画素部を有する映像表示素子とを備えるように構成することもできる。映像表示
素子が自発光型でない表示素子、例えば液晶表示素子の場合には、前記パララックスバリ
ア素子および前記映像表示素子よりも観察者から離れて配置された光源をさらに備えるこ
とが望ましい。光源としては、冷陰極蛍光管などのランプをパララックスバリア素子や映
像表示素子の面の下方に配置するエリアライト方式バックライト、ランプを導光板の端面
に配置するエッジライト方式バックライトなどが挙げられる。
【００５６】
　一対の透明電極の間隙は、屈折率が略等方的な透光性樹脂で充填された領域と屈折率異
方性をもつ液晶材料が充填された領域とに分割されている。パララックスバリア素子に電
圧を印加していない場合、光源からの光線は、パララックスバリアを形成するための光シ
ャッター機能を有するパララックスバリア素子に入射すると、偏光板にて直線偏光化され
る。その偏光は、屈折率が略等方的な透光性樹脂で充填された領域に入射しても、そのま
まの偏光状態を保持して、パララックスバリア素子から出射する。
【００５７】
　一方、屈折率異方性をもつ液晶材料が充填された領域は、液晶層の配向状態に従って偏
光状態が変化する。したがって、上記の構成により分割された領域に従って偏光状態を分
離することができる。透過領域の出射光の偏光方向と偏光板の透過軸とが合うように、偏
光板を配置することにより、透過部とバリア遮光部とを形成することができる。さらに、
左目用画素部および右目用画素部を有する映像表示素子と組み合わせることにより、立体
画像を表示することができる。
【００５８】
　前記液晶層は、一対の前記透明電極に与えられる電気信号に従って遮光／透過が切り換
えられることにより、３次元画像と２次元画像とが切り換えて表示されることが好ましい
。
【００５９】
　光シャッター機能を有するパララックスバリア素子による２次元画像表示時の場合には
、共通電極を印加又は無印加とすることで、液晶層の屈折率異方性を無くすことが出来る
ので、パララックスバリア素子に入射した直線偏光は、液晶層の屈折率異方性の影響を受
けることなく、そのままの偏光状態でパララックスバリア素子から出射する。つまり、液
晶材料が充填された領域を出射する偏光は、透光性樹脂が充填された領域を出射する偏光
と偏光状態が同一であるので、両方の領域を出射する偏光は、パララックスバリア素子の
出射側に配置された偏光板を透過することができる。したがって、パララックスバリアは
消失し、明るく見やすい２次元画像を表示することができる。
【００６０】
　このようにして、液晶材料が充填されたバリア遮光領域は、透明電極に与えられる電気
信号によって遮光／透過が切り換えられ、これにより、立体映像表示装置は、３次元画像
と２次元画像を切り換えて表示することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６１】
　〔実施の形態１〕
　図１は、本実施の形態の立体映像表示装置（映像表示装置）の概略を示す断面図である
。また、その要部を図２に示す。本実施の形態の立体映像表示装置は、光シャッター機能
を有するパララックスバリア素子（バリア素子）１０と、パララックスバリア素子１０の
背面側（観察者側に対して反対側、以下同じ）に設けられた映像表示素子２０と、映像表
示素子２０よりも背面側に配置されたバックライト（図示せず）とを備える。映像表示素
子２０は、右目用画像を表示する画素部１０１（映像表示部）と、左目用画像を表示する
画素部１０２（映像表示部）とを有する。尚、本実施形態では、パララックスバリア素子
１０は映像表示素子２０の前面に配置されているが、特に限定されるものでは無く、映像



(10) JP 4094513 B2 2008.6.4

10

20

30

40

50

表示素子２０の背面に配置しても何ら差し支えない。
【００６２】
　パララックスバリア素子１０は、例えば透明電極を備えたガラスなどからなる一対の透
明電極基板１，２と、一対の透明電極基板１，２の外側に設けられた一対の偏光板３，４
とを有する。一対の透明電極基板１，２は、それぞれ対向する面に、所定の方向に配向処
理された配向膜（図示せず）を有する。以下、パララックスバリア素子１０を液晶パネル
とも呼ぶ。なお、図中、Ａは上側の偏光板３の透過軸であり、Ｂは、下側の偏光板４の透
過軸である。
【００６３】
　液晶パネル１０は、右目用画像を表示する画素部１０１からの光および左目用画像を表
示する画素部１０２からの光を分離するバリア遮光領域（遮光部）１１１と、右目用画像
を表示する画素部１０１からの光および左目用画像を表示する画素部１０２からの光をそ
れぞれ透過させる透過領域（透過部）１１２とを有する。一対の透明電極基板１，２の間
隙のバリア遮光領域１１１には、液晶層１１が形成されている。
【００６４】
　また、一対の透明電極基板１，２の間隙の透過領域１１２には、透過層としての屈折率
が略等方性の透光性樹脂層１２が形成されている。
【００６５】
　すなわち、パララックスバリア素子１０は、画像を表示する複数、ここでは二つのの映
像表示部（画素部１０１・画素部１０２）が平面上に一定の順序で繰り返し配置（ここで
は二つであるため交互になる）された映像表示素子（映像表示素子２０）の前面に配置さ
れ、平面上に、上記各映像表示部からの画像の光の透過のオンオフを制御する遮光部（バ
リア遮光領域１１１）と、該光を常に透過させる透過部（透過領域１１２）とを交互に繰
り返し備え、上記各映像表示部からの特定方向に進む光のみ透過させ、それ以外の方向に
進む光を透過させないことで、映像表示部ごとに、その画像が見える観察可能位置を変え
させることができるバリア素子である。
【００６６】
　本パララックスバリア素子１０は、上記のように右目用画像と左目用画像とを生成する
ものであって、特殊な眼鏡等を用いなくとも３次元画像表示が行えるようにするものであ
る。一方、右目用画像と左目用画像とをそれぞれ右側観察者用画像、左側観察者用画像に
替え、それぞれを別の人間が別個の２次元画像として観察するものとすることもできる。
同じく、右目用画像と左目用画像とをそれぞれ上側（または下側）観察者用画像、下側（
または上側）観察者用画像に替え、それぞれを別の人間が別個の２次元画像として観察す
るものとすることもできる。また、映像表示部を２つ（画素部１０１・画素部１０２）で
はなく３つ（それぞれＡ、Ｂ、Ｃとする）とし、一定の順序で繰り返し配置、すなわちＡ
、Ｂ、Ｃ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ａ、Ｂ、Ｃ、・・・という順序で配置しておき、右側観察者用画
像、真ん中側観察者用画像、左側観察者用画像や、上側観察者用画像、真ん中側観察者用
画像、下側観察者用画像とすることもできる。４つ以上も同様である。いずれの場合も、
バリア素子は、特定方向（例えば３つであれば右側観察者用画像のみなど）に進む光のみ
透過させ、それ以外の方向に進む光（例えば３つであれば、残りの、真ん中側観察者用画
像および左側観察者用画像）を透過させないことで、映像表示部ごとに、その画像が見え
る観察可能位置を変えさせることができるものである。
【００６７】
　なお、透光性樹脂層１２は、少なくとも２種類以上の膜厚の領域、例えば膜厚の高い領
域（最大厚み領域）１１２Ｈと膜厚の低い領域（薄厚領域）１１２Ｌにより構成されてお
り、膜厚の高い領域１１２Ｈは一対の透明電極基板１，２の間隙を一定に保つスペーサー
としての機能を併せ持ち、膜厚の低い領域１１２Ｌと透明電極基板１又は２との間隙には
、膜厚差ｄｍａｘ－ｄｍｉｎの厚みで液晶が充填されている。ｄｍａｘは膜厚の高い領域
１１２Ｈの膜厚であり、ｄｍｉｎは膜厚の低い領域１１２Ｌの膜厚である。ｄｍａｘは、
ちょうど液晶層１１の領域における厚みである。この間隙の液晶層がクッション層となる
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ことで、外部からの衝撃や低温環境下での気泡発生を抑制することが出来る。更に、膜厚
の異なる領域のそれぞれの膜厚の関係を
　１０ｎｍ≦（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎ≦６０ｎｍ
とする（Δｎは液晶層の複屈折率）ことで、透過部１１２を透過する偏光が、膜厚の低い
領域１１２Ｌと透明電極基板１，２との間隙に充填された液晶層のレタデーション（（ｄ
ｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎ）による透過率低下の影響を受けること無く、良好な表示を行う
ことが出来る。尚、上記関係式の導出については、下記実施例にて説明する。
【００６８】
　前記透過部に用いる透光性樹脂層は、上記機能の他にパララックスバリア素子の液晶層
のギャップを均一に保持する機能は持たせず、最大膜厚の領域（膜厚＝ｄｍａｘ）が、液
晶層の膜厚より小さいように構成することもできる。
【００６９】
　本実施の形態では、液晶パネル１０は映像表示素子２０の前面に配置されている。但し
、バックライトを光源として用いる液晶表示装置などの表示装置においては、言い換えれ
ばＥＬ（エレクトロ・ルミネセンス）表示装置などの自発光型表示装置以外の表示装置に
おいては、液晶パネル１０と映像表示素子２０の前後配置が反転しても何ら差し支えない
。例えば、観察者側から、映像表示素子２０、液晶パネル１０、バックライト（光源）の
順で配置されていてもよい。
【００７０】
　次に、図３および図４を参照しながら、本実施の形態の立体映像表示装置の表示原理に
ついて説明する。
【００７１】
　なお、本実施の形態では、誘電率異方性が正の液晶材料を含む平行（ホモジニアス）配
向の液晶層１１であって、電圧無印加時においてλ／２のレタデーションを有する場合に
ついて説明する。λは液晶層１１を通る光の波長である。図中、ＸおよびＹは、それぞれ
、透光性樹脂層１２および液晶層１１を通過した後の光の振動方向（偏光方向）である。
【００７２】
　尚、本実施の形態では、説明の便宜上液晶層１１の平行配向方式を採用しているが、特
に限定されるものではなく、垂直配向方式・ＴＮ（ツイステッドネマティック）配向方式
など、入射光の偏光状態を変換できるものであれば、任意の配向方式を採用することが出
来る。
【００７３】
　更に、本発明のパララックスバリア素子は、液晶層がメモリー性を有していても良い。
例えば、強誘電性液晶材料から液晶層１１を形成した場合には、２次元（平面）／３次元
（立体）の切り換え時のみ、パララックスバリア素子としての液晶パネル１０に通電すれ
ば良いので、低消費電力化が可能となる。
【００７４】
　図３は、本実施の形態の立体映像表示装置による３次元画像表示の表示原理を示す断面
図である。同図を参照しながら、パララックスバリア素子として機能する液晶パネル１０
に電圧が印加されていないとき、言い換えれば３次元画像表示のときの表示原理を説明す
る。
【００７５】
　偏光板３，４それぞれの透過軸方向は、互いに略平行に設定されている。また、液晶層
１１の配向方向は、偏光板３、４の透過軸方向に対して、望ましくは４５°に設定されて
いる。なお、同図において、ＸまたはＹで表される記号は、偏光面の方向をそれぞれ表し
、記号Ｘと記号Ｙはそれぞれの偏光面が略直交することを表している。すなわち、ここで
は、Ｘは紙面に平行な方向であり、Ｙは紙面に垂直な方向である。
【００７６】
　まず、液晶層１１を透過する光について説明する。下側偏光板４によって直線偏光化さ
れた光は、液晶層１１に入射すると、液晶層１１のレタデーション（λ／２）によって、
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偏光方向が９０°旋回された偏光となる。一対の偏光板３，４それぞれの透過軸方向は、
互いに略平行に設定されているので、液晶層１１を透過した直線偏光は上側偏光板３を透
過することができない。したがって、液晶層１１が形成されているバリア遮光領域１１１
は暗表示となり、パララックスバリアを形成することができる。
【００７７】
　次に、透光性樹脂層１２を透過する光について、最大膜厚の領域１１２Ｈとそれ以外の
膜厚の低い領域１１２Ｌに分けて説明する。最大膜厚の領域１１２Ｈを透過する光の場合
、下側偏光板４によって直線偏光化された光は、透光性樹脂層１２に入射すると、透光性
樹脂層１２が屈折率異方性を殆どもたないので、そのままの偏光状態を保持して、出射側
の上側偏光板３に入射する。
【００７８】
　一方その他の膜厚の低い領域１１２Ｌを透過する光の場合、
　１０ｎｍ≦（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎ≦６０ｎｍ
に設定することで、膜厚の低い領域１１２Ｌ上の液晶層のレタデーションの影響を殆ど受
けることが無いので、最大膜厚の領域１１２Ｈと同じく、偏光状態を殆ど変化することな
く、上側偏光板３に入射する（前記関係式については、後述する）。
【００７９】
　上側偏光板３と下側偏光板４それぞれの透過軸方向は、互いに略平行に設定されている
ので、透光性樹脂層１２を出射した光は、上側偏光板３を透過する。これにより、透光性
樹脂層１２が形成されている透過領域１１２は明状態となり、右目用画像および左目用画
像をそれぞれ表示することができる。したがって、偏光分離を行う液晶パネル１０の電圧
無印加状態では、バリア遮光領域１１１はパララックスバリアを形成するので、３次元画
像を表示することができる。
【００８０】
　図４は、本実施の形態の立体映像表示装置による２次元画像表示の表示原理を示す断面
図である。同図を参照しながら、偏光分離用液晶パネル１０に電圧が印加されているとき
、言い換えれば２次元映像表示のときの表示原理を説明する。
【００８１】
　まず、液晶層１１を透過する光について説明する。電圧印加状態では、液晶層１１中の
液晶分子が電極間方向に立ち上がった状態となるので、液晶層１１に入射した直線偏光は
、液晶層１１の影響を受けることなく、そのままの偏光状態で上側偏光板３に入射する。
したがって、液晶層１１に入射した直線偏光は、上側偏光板３を透過するので、液晶層１
１が形成されているバリア遮光領域１１１は明状態となる。
【００８２】
　透光性樹脂層１２を透過する光については、３次元画像表示時と同様に、上側偏光板３
を透過するので、透光性樹脂層１２が形成されている透過領域１１２は明状態となる。し
たがって、パララックスバリアとして機能する液晶パネル１０の電圧印加状態では、電気
的にパララックスバリアが消滅し、液晶層１１が形成されたバリア遮光領域１１１および
透光性樹脂層１２が形成された透過領域１１２は、いずれも明状態となるので、明るい２
次元画像を表示することができる。
【００８３】
　〔実施の形態２〕
　実施の形態１では、一対の偏光板３，４を用いた場合について説明したが、必要に応じ
て、λ／４板（４分の一波長板）やλ／２板（２分の一波長板）などの位相差板と偏光板
とを組み合わせて用いても良い。本実施の形態では、位相差板としてλ／２板を用いた立
体映像表示装置の表示原理について説明する。なお、本実施の形態における液晶層１１は
、実施の形態１と同様に、誘電率異方性が正の液晶材料を含む平行（ホモジニアス）配向
の液晶層であって、電圧無印加時においてλ／２のレタデーションを有する。
【００８４】
　図５は、本実施の形態の立体映像表示装置による３次元画像表示の表示原理を示す断面
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図である。同図を参照しながら、パララックスバリア素子として機能する液晶パネル１０
に電圧が印加されていないとき、言い換えれば３次元画像表示のときの表示原理を説明す
る。
【００８５】
　本実施の形態の立体映像表示装置は、上側の透明電極基板１と、これに対向する上側偏
光板３との間隙に配置されたλ／２板５を有する。一対の偏光板３，４それぞれの透過軸
方向は、互いに略直交するように設定されている。また、液晶層１１の配向方向は、下側
偏光板４の透過軸方向に対して、望ましくは４５°に設定されている。
【００８６】
　まず、液晶層１１を透過する光について説明する。下側偏光板４によって直線偏光化さ
れた光は、液晶層１１に入射すると、液晶層１１のレタデーション（λ／２）によって、
偏光方向が９０°旋回された偏光となる。液晶層１１から出射した偏光は、出射側に配置
されたλ／２板５により、再び－９０°旋回され、元の偏光状態に戻される。一対の偏光
板３，４それぞれの透過軸方向は、略直交するように設定されているので、液晶層１１を
透過した直線偏光は、上側偏光板３を透過することができない。したがって、液晶層１１
が形成されているバリア遮光領域１１１は暗表示となり、パララックスバリアを形成する
ことができる。
【００８７】
　次に、透光性樹脂層１２を透過する光について最大膜厚領域１１２Ｈとそれ以外の膜厚
の低い領域１１２Ｌに分けて説明する。
【００８８】
　下側偏光板４によって直線偏光化された光は、透光性樹脂層１２に入射すると、透光性
樹脂層１２が屈折率異方性を殆どもたないので、そのままの偏光状態を保持して、λ／２
板５に入射する。一方その他の膜厚の低い領域１１２Ｌを透過する光の場合、
　１０ｎｍ≦（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎ≦６０ｎｍ
に設定することで、１１２Ｌ上の液晶層のレタデーションの影響を殆ど受けることが無い
ので、最大膜厚の１１２Ｈの領域と同じく、偏光状態を殆ど変化することなく、λ／２板
５に入射する（前記関係式については、後述する）。この偏光は、λ／２板５に従って偏
光面が９０°回転して、上側偏光板３に入射する。
【００８９】
　すなわち、偏光は、下側偏光板４の透過軸方向に対して９０°回転した偏光面で、上側
偏光板３に入射する。上側偏光板３の透過軸方向は、下側偏光板４の透過軸方向に対して
略直交しているので、上側偏光板３に入射した偏光は、上側偏光板３を透過する。これに
より、透光性樹脂層１２が形成されている透過領域１１２は明状態となり、右目用画像お
よび左目用画像をそれぞれ表示することができる。したがって、偏光分離を行う液晶パネ
ル１０の電圧無印加状態では、バリア遮光領域１１１はパララックスバリアを形成するの
で、３次元画像を表示することができる。
【００９０】
　図６は、本実施の形態の立体映像表示装置による２次元画像表示の表示原理を示す断面
図である。同図を参照しながら、偏光分離用液晶パネル１０に電圧が印加されているとき
、言い換えれば２次元画像表示のときの表示原理を説明する。
【００９１】
　まず、液晶層１１を透過する光について説明する。電圧印加状態では、液晶層１１中の
液晶分子が電極間方向に立ち上がった状態となるので、液晶層１１に入射した直線偏光は
、液晶層１１の影響を受けることなく、そのままの偏光状態でλ／２板５に入射する。こ
の偏光は、λ／２板５に従って偏光面が９０°回転して、上側偏光板３に入射する。一対
の偏光板３，４の透過軸方向は、略直交するように設定されているので、液晶層１１を透
過した直線偏光は、上側偏光板３を透過する。したがって、液晶層１１が形成されている
バリア遮光領域１１１は明状態となる。
【００９２】



(14) JP 4094513 B2 2008.6.4

10

20

30

40

50

　透光性樹脂層１２を透過する光については、３次元画像表示時と同様に、上側偏光板３
を透過するので、透光性樹脂層１２が形成されている透過領域１１２は明状態となる。し
たがって、パララックスバリアとして機能する液晶パネル１０の電圧印加状態では、電気
的にパララックスバリアが消滅し、液晶層１１が形成されたバリア遮光領域１１１および
透光性樹脂層１２が形成された透過領域１１２は、いずれも明状態となるので、明るい２
次元画像を表示することができる。
【００９３】
　実施の形態１および２で示すように、液晶パネル１０の液晶層１１が形成された領域（
バリア遮光領域）１１１に電圧を印加しないことによって、パララックスバリアを形成す
ることができる。したがって、映像表示素子２０を右目用画像と左目用画像との３次元画
像とし、液晶パネル１０にパララックスバリアを形成することによって、３次元画像が観
察できる。また、映像表示素子２０に２次元画像を表示した場合には、パララックスバリ
ア素子として用いる液晶パネル１０に電圧を印加し、パララックスバリアを消滅させて、
２次元画像を表示することができる。したがって、実施の形態１および２の立体映像表示
装置によれば、２次元画像と３次元画像の切り換えを容易に行うことができる。
【００９４】
　実施の形態１、２に示す液晶パネル１０は、右目用画像を表示する画素部１０１および
左目用画像を表示する画素部１０２を備える映像表示素子２０と組み合わせることにより
、２次元画像と３次元画像とを電気的に切り換え可能な立体映像表示装置が得られる。映
像表示素子２０としては、液晶表示パネル、有機または無機ＥＬ表示パネル、ＰＤＰ（プ
ラズマ・ディスプレイ・パネル）、蛍光表示管などのフラットパネルディスプレイを用い
ることができる。映像表示素子２０の画素配列は、ストライプ配列に限らず、デルタ配列
、モザイク配列、スクエア配列などでも良い。映像表示素子２０としては、白黒やフルカ
ラー表示パネルを用いることができる。
【００９５】
　特許文献２に記載された３次元画像表示装置では、ＰＶＡフィルム５０が透明支持板６
０，６１の全面に（ベタで）形成されているので、ＰＶＡフィルム５０が熱収縮すると、
透明支持板６０，６１の収縮が起こり易い。しかし、本発明のパララックスバリア素子は
、ストライプバリアパターンなどにすることによって、透光性樹脂層１２をストライプ状
にすることができる。したがって、透光性樹脂層１２が熱収縮しても、透光性樹脂層１２
の熱収縮による基板１，２への影響は、透光性樹脂層１２がベタで形成されている場合よ
りも小さい。
【００９６】
　〔実施の形態３〕
　本発明の立体映像表示装置に用いられる偏光分離用液晶パネル１０の製造方法の一例に
ついて説明する。まず、下側基板２上に、ＩＴＯ（インジウム錫酸化物）などからなる透
明電極（図示せず）を形成する。なお、説明の便宜上、下側基板２を例にして説明するが
、上側基板１についても下側基板２と同様にして製造することができる。
【００９７】
　透明電極は、パターニングされているものでも良いが、パターニングされていないベタ
（面一）電極を用いることが製造工程上好ましい。また、一般に入手可能なＩＴＯ付き基
板を用いても良い。ＩＴＯが形成された基板２に対して、透光性樹脂として例えばネガレ
ジストタイプの感光性アクリル系樹脂材料を、スピンコート法などにより塗布する。感光
性アクリル系樹脂材料に少なくとも２種類以上の膜厚の領域を形成するためには、膜厚の
高い領域１１２Ｈと膜厚の低い領域１１２Ｌに異なる露光量が与えられるようにフォトマ
スクを用いて露光をおこなえば良い。膜厚の高い領域１１２Ｈに与える露光量よりも少な
い露光量を膜厚の低い領域１１２Ｌに露光することによって、１１２Ｈの領域に比べ１１
２Ｌの領域は、露光量が少ないために、露光後の現像による膜減りが大きくなるため、膜
厚の高い領域１１２Ｈと膜厚の低い領域１１２Ｌとを容易に形成することが出来る。
【００９８】
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　例えば、領域１１２Ｈと領域１１２Ｌに異なる露光量を露光する方法としては、
（１）所定の露光量の露光を行うために、異なるフォトマスクを用いて複数回露光する方
法
（２）相対的に露光量を低くする１１２Ｌにあたるフォトマスクの開口領域に、光を回折
可能な微細な遮光パターン（解像できないレベル）を形成して、相対的な露光量の差異を
つける方法
（３）相対的に露光量を低くする１１２Ｌにあたるフォトマスクの開口領域を、異なる透
過率を持つ遮光物質（ハーフトーン物質）により形成して、相対的な露光量の差異をつけ
る方法
等が上げられる。
【００９９】
　上記のように異なる露光量を露光した感光性樹脂を、例えばＮａＯＨ水溶液などで現像
を行い、さらに焼成処理を行うことによって、少なくとも２種類以上の膜厚の領域をもつ
透光性樹脂層１２を形成することができる。透光性樹脂層１２の膜厚の高い領域１１２Ｈ
は、スペーサーの機能を兼ね備えているので、スペーサーを別途形成または散布する必要
がなく、製造工程が簡略化される。
【０１００】
　透光性樹脂層１２を形成した後に、下側基板２に印刷法により、例えばポリアミック酸
からなる配向膜（図示せず）を塗布し、焼成する。さらに、例えばラビング法により配向
処理を施すことによって、下側基板２を得ることができる。なお、必要に応じて、配向膜
と透明電極の間隙に絶縁膜を形成してもよい。
【０１０１】
　上側基板１または下側基板２の一方の基板に、例えば印刷法により周辺シール材を印刷
し、シール材内の溶剤成分を除去するために、仮焼成を行う。上側基板１と下側基板２と
を貼り合せた後、周辺シール材に形成された注入口から液晶材料を注入し、注入口を封止
することにより、液晶層１１が形成される。なお、このディップ方式に代えて、ディスペ
ンサ方式により液晶材料を注入しても良い。具体的には、注入口のない周辺シール材を一
方の基板に形成し、周辺シールパターンの枠内に液晶材料を滴下した後に、両基板１，２
を貼り合わせて、液晶層１１を形成しても良い。以上の工程を経て、液晶パネル１０を得
ることができる。
【０１０２】
　液晶パネル１０は、液晶表示装置の製造プロセスで一般的に使用されているフォトリソ
グラフィーを用いて、パララックスバリアのパターンを形成することができるので、既存
の液晶製造プロセスを全く変えることなく製造することができる。具体的には、透光性樹
脂層１２は、一般的なフォトリソグラフィーを用いることにより、微細なバリアパターン
をパターン寸法精度良く形成することができる。また、微細なパララックスバリアを要す
る場合にも、透明電極をパターニングする必要がないので、透明電極の断線による遮光／
透過の切換不良が発生しない。
【０１０３】
　なお、パララックスバリアパターンについては、ストライプバリアパターン、マトリク
スバリアパターン、階段状に開口を有する斜めバリアパターンなど、映像表示素子２０の
画素パターンなどに応じて、任意に選択することができる。さらに、バリアパターンは、
フォトリソ法により形成できるので、直線的な形状はもちろんのこと、曲線形状等任意の
パターン形状を選択することができる。
【実施例】
【０１０４】
　本発明のパララックスバリア素子をさらに具体的に説明するために、本発明の実施例を
説明する。本実施例におけるパララックスバリア素子としての液晶パネル１０は、次の工
程により製造した。まず、ＩＴＯ（インジウム錫酸化物）（図示せず）を備えたガラスか
らなる基板２上に、スペーサー用ネガレジスト（「ＪＮＰＣ－７７」（商品名）株式会社
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ＪＳＲ製）の溶液をスピンコーターにて２０００ｒｐｍで１分間回転し、塗布した。クリ
ーンオーブンにて１２０℃で１０分間仮焼成を行い、スペーサー内の残留溶媒を除去した
。液晶パネル１０の所望の透光性樹脂パターンとなるように、ハーフトーン処理を施した
フォトマスクを用いて露光を行った。このとき、膜厚の高い領域１１２Ｈには、露光量２
００ｍＪの条件で紫外線を露光し、３０℃のＮａＯＨの２％水溶液で一分間現像し、水洗
をおこない、クリーンオーブンにて２３０℃で４０分間焼成を行った。
【０１０５】
　次に、ポリアミック酸からなる配向膜を成膜し、クリーンオーブンにて２５０℃で３０
分間焼成を行った。焼成された配向膜をラビングにより所望の配向方向となるように配向
処理を施し、下側基板２を得た。下側基板２と同様にして、上側基板１を得た。
【０１０６】
　枠状のシール形状がパターニングされたスクリーン版を用いて、上側基板１に周辺シー
ル材（「ＸＮ－２１Ｓ」（商品名）株式会社三井化学製）を形成した。シール材内の残留
溶媒を除去するために、クリーンオーブンにて１００℃で３０分加熱した。上下基板１，
２を貼り合わせ、２００℃６０分間焼成を行った。
【０１０７】
　貼り合わせられた上下基板１、２の間隙に液晶材料を注入することにより、パララック
スバリア領域１１１に液晶層１１を形成した。一対の偏光板３，４（「ＳＥＧ１４２５Ｄ
Ｕ」日東電工社製）を上下基板１，２に貼り付けることにより、光シャッター機能を有す
る本実施例の偏光分離用液晶パネル１０を得ることができた。
【０１０８】
　ここで、透光性樹脂層１２に形成する膜厚の異なる領域１１２Ｈと１１２Ｌの膜厚差を
パララックスバリア素子の膜厚の低い透過領域１１２Ｌの透過率の観点から最適化した結
果を図７に示す。合わせて、外部からの衝撃及び低温環境下での信頼性結果についても、
図８に示す。
【０１０９】
　なお、本評価では、誘電率異方性が正の液晶材料を含む平行（ホモジニアス）配向の液
晶層１１を用いた。この液晶層１１は、電圧無印加時においてλ／２のレタデーションを
有する（λは透過光の波長）。また、偏光板３，４それぞれの透過軸方向は、互いに略平
行に設定されている。さらに、液晶層１１の配向方向は、偏光板３、４の透過軸方向に対
して４５°に設定した。透過率の測定は、ＴＯＰＣＯＮ製ＢＭ５（色彩輝度計）を用いて
行い、ＡＩＲリファレンスとした場合の透過率を図７に示した。
【０１１０】
　図７から、（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎの範囲が０～６０ｎｍの領域では、透過領域１
１２Ｌの透過率変化は小さく、殆ど変化しないことが分かる。但し、上記比率が６０ｎｍ
を超えると透過率が極端に低下しだす傾向が見られるため、３次元画像の表示時に透過率
が低下し、輝度が暗くなってしまう。従って、透過率（輝度）の観点から、
　０ｎｍ≦（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎ≦６０ｎｍ
の関係を満たすことが望ましい。
【０１１１】
　更に、図８から、ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ＝０即ちｄｍａｘ＝ｄｍｉｎのときに特に低温保
存時の外部衝撃に対する気泡不良に対して弱いことが分かる。特殊な携帯電話用途を除き
、中型以上のノート型パーソナルコンピュータやモニターの低温保存補償温度の－２５℃
を基準に考えると、
　１０ｎｍ≦（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎ
を満たすことにより、低温保存や外部衝撃に対する気泡発生を防ぎ、信頼性を確保するこ
とが出来る。
【０１１２】
　従って、上記評価からｄｍａｘとｄｍｉｎの関係を最適化すると、透過率及び信頼性の
観点から、
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　１０ｎｍ≦（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎ≦６０ｎｍ
の関係を満たすことが更に望ましい。
【０１１３】
　また、同じく透過率及び信頼性の観点から、
　２０ｎｍ≦（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎ≦６０ｎｍ
の関係を満たすことが更に望ましい。
【０１１４】
　次に、実施の形態１、２に示した平行配向に加えて、垂直配向及びＴＮ配向方式の偏光
分離用液晶パネル１０をそれぞれ作成した。ここで、（ｄｍａｘ－ｄｍｉｎ）Δｎ＝２０
ｎｍとした。これら液晶パネル１０を用いて、液晶層１１の配向方式、液晶層の誘電率異
方性の正負、一対の偏光板の透過軸方向の配置、λ／２板５の有無、３次元画像表示時に
おける液晶層１１（バリア遮光領域）と透光性樹脂層１２とのコントラスト（すなわち、
透光性樹脂層１２の輝度／液晶層１１の輝度（輝度比）である。表１中、ＣＲと表記する
。）の関係について調べた。その結果を表１に示す。
【０１１５】
　なお、λ／２板５を用いる場合には、上側基板１と偏光板３との間隙、もしくは下側基
板２と偏光板４の間隙のいずれかに、λ／２板５を配置すればよい。λ／２板５として、
ポリカーボネートからなる二次元位相差板「ＮＲＦ」日東電工社製を用いた。このλ／２
板は、レタデーションが２６０ｎｍである。
【０１１６】
　透光性樹脂層１２と液晶層１１（バリア遮光部）とのコントラスト測定は、ＴＯＰＣＯ
Ｎ製ＢＭ５（色彩輝度計）を用いて行った。平行配向およびＴＮ配向については、電圧無
印加にて測定を行い、垂直配向については、１０Ｖ／２００Ｈｚ矩形波を印加して測定を
行った。
【０１１７】
【表１】

　表１に示すように、すべての条件で良好なコントラストを示し、良好なパララックスバ
リア性能を示していることが分かる。平行配向および垂直配向では共に、一対の偏光板の
透過軸方向が互いに直交するように配置し、かつλ／２板を用いる場合、非常に高いコン
トラストを得ることができる。すなわち、良好な３次元画像を得ることができる。一方、
一対の偏光板の透過軸方向が互いに平行に配置されている場合には、若干低めのコントラ
ストを示す。しかし、十分なパララックスバリア性能を示しており、λ／２板５を用いる
必要がないので、製造コストの抑制が可能である。
【０１１８】
　また、平行配向およびＴＮ配向のパララックスバリア素子に電圧を印加すると、液晶層
１１が形成されたバリア遮光領域１１１は明状態となり、明るく良好な２次元画像表示を
確認することができた。なお、駆動電圧に応じて、液晶層１１の透過率は変化するので、
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駆動電圧を高く設定することによって、より明るい２次元画像表示を行うことができる。
【０１１９】
　垂直配向を用いたバララックスバリア素子の場合には、パララックスバリア素子を電圧
無印加状態とすることで、液晶層１１が形成されたバリア遮光領域１１１は明状態となり
、明るく良好な２次元画像表示を確認することができた。
【０１２０】
　平行配向およびＴＮ配向の場合には、電圧無印加時に３次元画像表示を行うので、２次
元画像表示よりも３次元画像表示を主に行う電子機器に適用することで、低消費電力化が
可能である。一方、垂直配向の場合には、逆に電圧無印加時に２次元画像表示を行うので
、３次元画像表示よりも２次元画像表示を主に行う電子機器に適用することで、低消費電
力化が可能である。したがって、使用する電子機器の目的に応じて、具体的には３次元画
像表示を主に行うか、２次元画像表示を主に行うかに応じて、配向モードを適宜選択する
ことにより、低消費電力化が可能となる。
【０１２１】
　本発明のパララックスバリア素子は、一対の透明電極基板間に、屈折率が略等方性で、
かつ透光性の樹脂が充填された透過部と、液晶材料が充填されたバリア遮光部とを設ける
ことによって、パララックスバリアを形成し、３次元画像を表示することができる。また
、液晶層を電気的にスイッチングすることによって、パララックスバリア素子の全領域を
明表示とすることができる。例えば、平行配向およびＴＮ配向の場合には電圧印加により
、垂直配向の場合には電圧無印加により、それぞれ明表示とすることができる。したがっ
て、明るい２次元画像を表示することができる。さらに、本発明のパララックスバリア素
子は、非常に簡単な構成の液晶パネルであり、製造が容易である。
【０１２２】
　本発明のパララックスバリア素子が有する一対の透明電極基板間に形成された透光性樹
脂層は、好ましくは、少なくとも２種類以上の膜厚の領域から構成されており、最も膜厚
の高い領域でのみ、一対の透明電極基板の間隙を一定に保つスペーサーの機能を有するの
で、低温環境下での信頼性を容易に確保することが出来る。
【０１２３】
　本発明のパララックスバリア素子としての液晶パネルが有する一対の透明電極基板間に
形成される透光性樹脂層は、通常の液晶表示装置の製造プロセスで多用されているフォト
リソグラフィーをそのまま利用して形成することができる。したがって、何ら新規のプロ
セスを導入する必要がなく、非常に簡便なプロセスで、またバリアパターンの寸法精度が
良いパララックスバリア素子を製造することができる。
【０１２４】
　本発明のパララックスバリア素子としての液晶パネルによれば、透明電極基板の透明電
極をパターニングする必要性が特にないので、微細なバリアパターンを形成する場合でも
断線不良などを起こすことがない。したがって、製造歩留まりを向上させることができ、
且つノート型パーソナルコンピュータやモニターやテレビ等の大型用途での透明電極の配
線抵抗による電圧降下が非常に小さいので、グラデーションの無い大型立体画像表示装置
を与えることが出来る。
【０１２５】
　本発明のパララックスバリア素子としての液晶パネルによれば、液晶層の配向方式を平
行またはＴＮ配向とすることで、電圧無印加状態にて３次元画像表示を行い、電圧印加状
態にて２次元画像表示を行うことができる。さらに、λ／２板を併せて用いることにより
、更に良好なバリア性能を示し、非常に良好な３次元画像を得ることができる。
【０１２６】
　本発明のパララックスバリア素子としての液晶パネルによれば、液晶層の配向方式を垂
直配向とすることで、電圧無印加状態にて２次元画像表示を行い、電圧印加状態にて３次
元画像表示を行うことができる。さらに、λ／２板を併せて用いることにより、更に良好
なバリア性能を示し、非常に良好な３次元画像を得ることができる。
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【０１２７】
　本発明は上述した各実施の形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々
の変更が可能であり、異なる実施の形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わ
せて得られる実施の形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１２８】
　特殊な眼鏡を必要とせずに、３次元画像を鑑賞でき、２次元画像も表示する用途にも適
用できる。
【図面の簡単な説明】
【０１２９】
【図１】実施の形態１の立体映像表示装置の概略を示す断面図である。
【図２】実施の形態１の立体映像表示装置の概略を示す断面図である。
【図３】実施の形態１の立体映像表示装置による３次元画像表示の表示原理を示す断面図
である。
【図４】実施の形態１の立体映像表示装置による２次元画像表示の表示原理を示す断面図
である。
【図５】実施の形態２の立体映像表示装置による３次元画像表示の表示原理を示す断面図
である。
【図６】実施の形態２の立体映像表示装置による２次元画像表示の表示原理を示す断面図
である。
【図７】実施例１の立体映像表示装置の透過領域の透過率を示す図である。
【図８】実施例１の立体映像表示装置の信頼性評価結果を示す図である。
【図９】特許文献２に記載された３次元画像表示装置による３次元画像表示の表示原理を
示す断面図である。
【図１０】特許文献２に記載された３次元画像表示装置による２次元画像表示の表示原理
を示す断面図である。
【符号の説明】
【０１３０】
１　　　　　　上側基板
２　　　　　　下側基板
３　　　　　　上側偏光板
４　　　　　　下側偏光板
５　　　　　　λ／２板
１０　　　　　パララックスバリア素子（バリア素子）
１１　　　　　液晶層
１２　　　　　透光性樹脂層（透過層）
２０　　　　　映像表示素子
３１　　　　　上基板
３２　　　　　下基板
３３　　　　　液晶層
３４　　　　　偏光板
５０　　　　　ＰＶＡフィルム
５１　　　　　偏光領域
５２　　　　　無偏光領域
６０　　　　　支持体
１０１　　　　右目用画素部（映像表示部）
１０２　　　　左目用画素部（映像表示部）
１１１　　　　バリア遮光領域（遮光部）
１１２　　　　透過領域（透過部）
１１２Ｈ　　　透過領域における膜厚の高い領域（最大厚み領域）
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１１２Ｌ　　　透過領域における膜厚の低い領域（薄厚領域）

【図１】 【図２】
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